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csNiBr3は､S-1の一次元反強磁性休で､相転移点 TNl-15.5X,TN2-12Xをもつスピンフ

ラス トレーションを示す物質 として知られ､最近では､ハルデンギャップを示す物質の可

能性があると注目を浴びている｡このハルデンギャプの問題を光吸収スペクトルにより調

べるため､また､スピンフラス トレーションの強磁場効果を光学的に調べるため 16263

cm~lに現れる比較的幅の狭いスペク トルに注目し､観測を行った｡このスペク トルの約

30cm~1 低エネルギー側に 0マグノン禄が見 られるはずであるが観測されなかった｡スペ

ク トルは､T." 以下ではほとんど変化 しないが､TNl以上で徐々に低エネルギーシフ トを

示 し､低次元スピン系で短距離秩序の大きい時の通常のマグノンサイ ドバンドとよく似 た

温度変化をする｡ハルデンギャップがある場合､ TNl直上でスペク トルは約 25cm-I低ュ

ネルギー側へシフ トする事が予想されるが､このような急な変化は観測されなかった｡強

磁場下でのスペク トルシフ トの実験結果を下図に示す｡磁場を C軸 と平行にかけた時の磁

化測定から､ Hc=8.6T 以上でスピンプロップ状態になることが報告されている｡この

スペク トルの励起状態は lE (一重項状態)と同定されていることから､スペクトルシフ

トはマグノンによるものと考えられる｡そこで∴Tanaka‖らの6一部分格子の AFNRを基に

解析を行ったが､我々の実験条件下では単純なマグノンサイ ドバンドを作れない事が明か

となった｡このことから CsCotさr3のように複雑な

スピン系でのマグノンサイ ドバンド励起の場合､

局在性の強いマグノンを座 う新 しい形のサイ ドバ

ンドモデルを考える必要があ りそうである｡
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